
介護予防通所サービス
事業者説明会

神戸市 介護予防・日常生活支援総合事業
介護予防通所サービス 事業者説明会

（2024(令和6)年７月 動画配信）
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・介護予防通所サービス短時間利用の料金
単価の新設について

・「フレイル改善通所サービス」事業者公募に
ついて

本動画でご説明する内容
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概

要

・現在、介護予防通所サービスは、１日利用
であっても短時間の利用であっても同じ料
金単価です。

・サービス内容に応じた利用者負担を目的と
して、利用時間が３時間未満の利用者につい
て、料金単価を新設します。

・2025(令和7)年4月1日施行
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報
酬
単
位

区分 対象者（利用者） 報酬単価 利用者負担月額
(１割負担を想定）

現行 －

事業対象者・要支援１・２
（週１回程度）

1,798 1,896円

要支援２（週2回程度） 3,621 3,817円

改正後

３時間
以上

事業対象者・要支援１・２
（週１回程度）

1,798 1,896円

要支援２（週2回程度） 3,621 3,817円

３時間
未満

事業対象者・要支援１・２
（週１回程度）

1,528 1,611円（△285円）

要支援２（週2回程度） 3,078 3,245円（△572円）

・改正後は、下記の料金単価となります。
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報
酬
単
位

事業対象者・要支援１・要支援２
（週１回程度）

要支援２（週２回程度）

サービスコード A6 1311・1411※要支援２のみ A6 1312

サービス内容略称 通所型独自サービス/311･411 通所型独自サービス/312

単位数 1,528単位 3,078単位

算定単位 １月につき（包括報酬） １月につき（包括報酬）

その他
・予防給付の基準を基本
・各種加算・減算は適用
・送迎なしの場合は送迎減算を適用

・予防給付の基準を基本
・各種加算・減算は適用
・送迎なしの場合は送迎減算を適用

・利用時間が３時間未満の利用者について、
下記のサービスコードとなります。
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そ
の
他

・書類負担軽減として、「介護予防通所サー
ビスに関する目標設定・実績評価レポート」
について、今年度（2024年度）提出分をもっ
て廃止します。

・「サービス利用時間」には、送迎に要する時
間は含まれない。
→兵庫県「通所介護の手引き」参照
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施
行
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

施行までのスケジュール

①事業所説明会 ②質問受付・回答 ③施行

・本動画の視聴 ・ご不明な点は、受付
期間に質問受付フォー
ムよりお問い合わせく
ださい。

・集約後、回答は神戸
市ホームページで共有
します。

・2025(令和7)年4月1
日施行

・ 2025(令和7)年4月
提供分より

・サービスコード表は
2025年3月頃に公表予
定。

＜質問受付期間＞
本動画公開

～８月30日(金)まで
※通常業務に支障を来た
しますので、電話でのお
問い合わせには対応でき
ません
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「フレイル改善通所サービス」
事業者公募について
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高齢者の介護相談窓口

あんしんすこやかセンター
（地域包括支援センター）

高齢者

◆カフェなどの地域の通いの場 ◆ボランティア活動 ◆体操などの自主活動グループ

地域での様々な健康づくりや社会参加の取組と連携

支援が必要な方を
サービスにつなぐ参加

健康
無関心

閉じこもり
がち

相談

相談

※ケアプランが必要です

参加をきっかけに、地域での様々な健康づくりや社会参加の動機づけができるよう支援

広報

フレイル改善のための
栄養(食・口腔)、運動、社会参加を
取り入れたプログラムの提供

②フレイル改善通所サービス
対象者は、要支援者・事業対象者

楽しめる健康イベントなどを開催し、

フレイル予防のための講話を行う

①フレイル予防支援事業
対象者は、65歳以上の方

フレイル関連事業の説明
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対 象 者：要支援者等のうち、

ケアマネジメントの結果、サービスが必要と判断された方（定員20名）

期 間 等：週１回（月４回）、6ヶ月

１回あたり90分程度

プログラム：市が示す「標準プログラム」を踏まえ、

各事業者オリジナルのプログラムを提供

サービス利用中から利用者の目標に向けた

地域での様々な健康づくりや社会参加ができるよう支援

準備 30分 60分 90分

受付
体調
確認

フレイル講話
または

グループワーク

ｳｫｰﾑ
ｱｯﾌﾟ

指と
頭の
運動

口腔
体操

ﾊﾞﾗﾝｽUP
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

休憩 筋力UPﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
ﾃﾞｭｱﾙ
ﾀｽｸUP
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

持久
力UP

ﾄﾚｰﾆ
ﾝｸﾞ

ｸｰﾙ
ﾀﾞｳﾝ

振り返り
宿題提示等

１回の流れ（例） 二重課題
（認知症予防）

フレイル改善通所サービスとは
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人員基準

• 看護師１名+運営スタッフ（※）

※運営スタッフのうち1名は介護保険制度上
規定されている機能訓練指導員に相当する者
（例）健康運動指導士・健康運動実践指導者 など

利用者数 運営スタッフ

1～10名 1名以上

11～20名 2名以上
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設置基準

• 22名が両手を広げてもぶつからないで運動ができる広さ

• 5ｍ歩行の測定ができる8ｍ以上の歩行路

• サービス提供に必要な設備・備品

※他のサービス・事業等と空間又は時間を区分して実施
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公募受付期間

• 公募要領の配布
2024年7月1日（月）から7月16日（火）17時まで

• 参加申込の受付および質問の受付
2024年7月16日（火）17時まで

・公募説明会（申込者は参加必須）

2024年7月18日（木）13時30分～（オンライン実施）
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ご視聴いただきありがとうございました。


